
非
常
勤
職
員
と
し
て
の
採
用
と
銃
弾

の
管
理
、
任
命
を
受
け
る
方
の
人
選

方
法
等
の
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
近
隣
市
町
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

村
猟
友
会
の
意
見
も
伺
い
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

捕
獲
さ
れ
た
個
体
の
処
分
・
処
理

方
法
に
つ
い
て

答
弁　

有
害
鳥
獣
に
つ
い
て
は
、
東

秩
父
村
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ

き
捕
獲
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

小
動
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
を
小
川
地
区
衛
生
組
合
に
持
込

み
焼
却
処
分
し
ま
し
た
。
イ
ノ
シ
シ

・
シ
カ
に
つ
い
て
は
、
猟
友
会
内
で

処
理
・
埋
設
処
分
さ
れ
ま
し
た
が
、

小
さ
く
解
体
す
る
こ
と
で
小
川
地
区

衛
生
組
合
に
て
焼
却
処
分
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

捕
獲
さ
れ
た
鳥
獣
に
つ
い
て
、
ジ

ビ
エ
（
狩
猟
に
よ
り
食
材
と
し
て
捕

獲
さ
れ
る
野
生
鳥
獣
）
と
し
て
、
村

の
特
産
品
に
活
用
す
る
考
え
に
つ
い

て答
弁　

捕
獲
動
物
の
肉
を
ジ
ビ
エ
と

し
て
利
用
す
る
に
は
、
食
品
衛
生
法

に
よ
り
県
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
施

設
基
準
に
適
合
し
た
食
肉
処
理
施
設

で
、
定
め
ら
れ
た
管
理
運
営
基
準
に

適
合
し
た
調
理
・
保
存
方
法
で
あ
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
国
の

２
分
の
１
を
上
限
と
し
た
補
助
金
が

あ
り
ま
す
が
、
過
去
に
猟
友
会
員
の

方
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
捕
獲
動
物

の
頭
数
と
高
齢
化
等
に
よ
る
理
由
に

よ
り
見
送
ら
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
村
一
村
で
行
う
に
は
、
肉

の
安
定
供
給
・
販
路
確
保
等
に
問
題

が
あ
る
の
で
、
処
理
施
設
設
置
は
、

近
隣
自
治
体
と
共
同
設
置
す
る
等
、

関
係
猟
友
会
と
と
も
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

飯
田
順
三
氏
（
坂
本
・
88
歳
）
が
10
月
１
日
、
瑞
宝

双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

飯
田
氏
は
、
教
職
と
し
て
44
年
間
在
職
し
、
こ
の
間
、

東
秩
父
村
立
東
小
学
校
長
の
ほ
か
３
校
の
小
中
学
校
長

に
就
任
し
、
学
校
教
育
の
振
興
と
充
実
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
教
職
退
職
後
に
は
、
東

秩
父
村
教
育
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
学
校
教
育
の
振

興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
田
氏
は
、
「
今
回
受
章
で
き
ま
し
た
の
も
、
教
職

と
し
て
長
ら
く
過
ご
し
た
な
か
で
出
会
っ
た
皆
さ
ま
の

温
か
い
ご
支
援
の
お
か
げ
で
す
。
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
国
の
た
め
、
も
と
よ
り
東
秩
父

村
の
た
め
、
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

飯
田
順
三
氏
が
瑞
宝
双
光
章
受
章

飯
田
順
三
氏
が
瑞
宝
双
光
章
受
章

　１２月９日（水）中学３年生３０名が村議会を訪問しました。平成２６年の第１回

に引き続き「第２回東秩父村こども議会」が、生徒より選出された８名の議員と１名

の議長により招集されました。

　生徒たちは、一般質問において村の仕組みや今後の姿などを質問し、足立村長や村

職員の答弁に、本番さながらの空気を感じられたようです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、「世界に誇れる村を未来に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残すための決議」では、村を誇りに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　思い、伝統を絶やさず大切にしてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くとの決意を採決した結果、生徒た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちの将来への希望は原案どおり可決

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回の議会経験や決議が将来の村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をつくるだけでなく、生徒自身を大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きく成長させるきっかけになること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を期待します。

「故郷を心から大切に」と決議　
　　　　 ＝第２回こども議会招集＝

＝
村
職
員
の
給
与
等
の
公
表
に
つ
い
て
＝

　

毎
年
１
月
号
に
掲
載
し
て
い
た
「
村
職
員
の
給
与
等
を
公
表
し
ま

す
」
は
平
成
28
年
２
月
号
（　

５
０
４
）
で
掲
載
し
公
表
い
た
し
ま

す
。


